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身長の発育パターンに関する検討

adolescent growth spurt時期の発育量の変化について一一

藤井勝紀

Research on Height G:rowth Patterns 

on changes of growth amount during the adolescent growth spurt一一一

Katsunori FU}II 

Height growth patterns have b巴eninvestigated in twelve years of longitudinal data of 

standing height; ages from 6 to 17 years of high school girls (273 girls) who were grouped 

according to their peak height velocity agas (PHV ages) into 7 groups for girls. A method of 

analysis in longitudinal data of standing height was described characteristics of distance and 

velocity curves grouped according to PHV ages. It was found that grand mean PHV age was 9 

56 years judging from distribution of sample size according to PHV ages in girls， therefore 

diff巴rencesof maturity between boys and girls were 2.38 years. Growth amount during the 

adolescent growth spurt were larger in earlier occurance groups of PHV ages. The reasons were 

concerned with increase and decr巴asechanges of just growth amolmt aft巴rPHVage

緒 ロ

発育@発達の諸問題に関して，現在では平均値レベノレ

での発育プロセスの論議はあまり意味をなさなくなって

きているのが現状である。特に，近年では， Tanner，高

石l)等が個々における発育の把握の重要性を説いている

が，発育の個人差の大きさを考えれば，当然のことと考

えられる。したがって，横断的資料からの分析では個々

の特徴は把握できないために，結局は縦断的資料からの

分析が必要となるわけである。そこで，すでに筆者2)3)は

学会報告で以上の点をふまえ，身長の高低別発育パター

ンについて検討を加えた。一応の結論は得られたが，

adolescent growth spurt時期の発育量の変化について

は明確な結論を控えたため，この点についての検討の余

地は残された。もちろんこのことは呉等4)の報告でもふれ

ているが，深くは考察されていない。したがって，今回

は呉等の結果と比較する意味からも，身長差は考慮せず

に分析を試み，この点についてより深く検討するもので

ある。

また，今回のように身長差を考慮せずに分析する方法

は従来からとられており，この方法から得られた結果が

現在では認められている。しかし，中には Tanner5)，

Stone6)等の報告にあるように，資料数の少ないことや，

分析手法の問題点等から明確には結論づけられない報告

もある。このように従来からの方法だけでは明確にされ

ない部分もあるわけである。したがって，明確な結論を

得るためにも，身長差の考慮の有無による分析上の違い

を検討することにより，従来からの明確，不明確な結論

の部分に関して一考察を与えようとするものである。

なお，前回の報告7)で，男子の発育パタ ンの特徴につ

いては検討されているため，特に今回は女子について，

男子との比較において報告するものとする。

方法

A女子短期大学の 1年生の学生273名を対象に，小学校

1年から高校 3年までの健康診断票の追跡調査を行な

い， 1971年から1982年まで、の身長の縦断的測定値を得た。

そしてその資料から現量値および年開発育量を求め，

Peak. Height. Velocity (P.H.V.)年齢を決定した。さ

らに PHV年齢別にグノレ←フ。化し， そのグノレープの dis-

tance curveおよび velocitycurveを求め，その特徴に

ついて検討を加えた。次に， PHV年齢J.l1Hこ， PHV年齢

マイナス 3年およびプラス 1年間の発育量の合計を

adolescent growth spurt時期の発育量として，その変化

について検討を試みた。さらに以上の方法により分析を

試みた結果と，前回の筆者2同の身長差を考慮した場合の
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Tabl巴 1.1

PHV age 

A (10) 

B (ll) 

C (12) 

D (13) 

E (14) 

Table 1.2 

PHV age 

A (6) 

B (7) 

C (8) 

D (9) 

E (10) 

F (11) 

G (12) 

Sample size according to peak 

height velocity ages. (boys) 

(N=237) 
N.S Relative% 

16 6.8 

59 24.9 

90 38.0 

55 23.2 

17 7.2 

(girls) 

(N=273) 
N.S Relative% 

13 4.8 

11 4.1 

22 8.1 

69 25.3 

92 33.7 

54 19.8 

12 4目4

藤井勝紀

結果との相違についても検討を加えた。

結果及び考察

表 1は PHV年齢別グノレープの出現頻度を示したもの

で，ここでは前回7)の男子のものも比較のために示してあ

るが，これによると，男子が 5グループに対し，女子で

7グループに分けられている。しかし，女子の場合， PHV

年齢 6， 7才および12才は出現頻度率がいずれも 5%に

達していなし、。したがって，今回は分析上の混乱を避け

る意味からも，出現頻度率 5%に満たないこれら年齢に

ついては除外して，以後からの分析を進めることにする。

この表から男女の特徴をみると，出現頻度の分布状態は，

明らかに女子の方が低年齢層に分布していることが分か

る。そこで，平均 PHV年齢を男女でそれぞれ明示すると

男子で11.94才，女子で9.56才とその差2.38才の開きが認

められた。もちろん横断的資料からではこのような明確

な差を示すことはできないが，このことから最近の男子

と女子の成熟差は約 2年と理解してよいであろう。

Table 2-1 Group mean distances according to p巴akheight velocity ages. 
(Boys) 

\ト~geyears 
PHV" -..........._ 内とご: Primary school 

10 11 

Junior high school High school 

12 13 14 16 a胆一二中一一三ろ
6 7 8 9 15 17 

10 
X 119.0 124.8 130.5 136.2 142.2 152.6 160.0 164.5 166.9 168.1 169.2 169.7 
SD 4.49 4.51 4.63 4.79 5.98 6.45 6.59 6.57 6.02 4.76 4.96 5.06 

11 
X 115.4 121.4 127.1 133.2 137.6 144.2 153.9 161.1 165.1 166.5 167.6 168.1 
SD 5.09 5.22 5.15 5.17 5.42 5.85 5.82 4.83 4.59 4.98 5.26 5.43 

12 
X 116.2 122.1 127.6 132.7 137.8 143.0 148.9 159.5 165.7 168.8 170.2 170.8 
SD 5.24 5.43 5.45 5.69 5.38 5.52 5.78 5.77 5.11 4.90 5.36 5.41 

13 
X 114.7 120.4 125.9 130.7 135.7 140.5 145.5 152.6 161.8 167.4 170.0 171.2 
SD 5.16 5.29 5.42 5.50 5.53 5.59 5.73 6.34 6.15 5.33 5.18 5.50 

14 
X 112.7 118.7 123.8 129.0 133.8 138.4 142.9 148.0 155.2 164.4 169.8 172.2 
SD 4.26 4.79 4.84 5.27 5.55 5.64 6.02 6.34 6.34 6.60 6.13 5.85 

⑩ Mean and standard deviation 

Table 3 -1 Group mean distances according to peak height velocity ages. 

(Girls) 

;Nで Primary school Junior high school High school 

6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 

8 
X 116.80 123.10 129.40 137.80 144.90 149.90 153.10 154.30 155.20 155.60 156.00 156.10 
SD 5.05 4.92 5目61 6.35 6.97 6目32 5.57 5.04 4.51 4.39 4.41 4.38 

9 
X 115.11 121.19 127.18 133.25 141. 78 148.61 152.92 154.84 '155目88 156目31 156.65 156.75 
SD 5.05 5.08 5.21 5.65 5.88 5.53 4.94 4.62 4.38 4.26 生.26 4.38 

10 
X 114.80 120目51 126.02 131.28 137.66 145.96 151. 75 154.69 156.25 156.90 157.30 157.50 
SD 5目23 5.08 5.16 5.58 5.73 5.83 5.12 4.74 4.62 4.60 4.58 4.53 

11 
X 113.19 118.69 124.11 129.17 134.49 140.59 148.31 153.13 155目84 156.85 157.39 157.59 
SD 5.11 5.16 5.10 5.19 5.37 5.65 6目02 5.25 4.64 4.44 4.31 4.35 

⑩ Mean and standard deviation 
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Fig. 1-1 Group mean distance curves according to 

peak height velocity ages. (Boys) 

このような傾向をふまえて distance curveの特徴を

みると(表 2-1，表 3-1および図 1参照)，男子で 6

才から15，16才頃，女子で 6才から11，12才頃まで PHV

年齢の低いグノレープほど身長の高い値を示している。こ

の現象は Boas8)，Richey9)等も指摘しており，思春期前に

身長の高い者は低い者より adolescentgrowth spurt時

期を早くむかえるということである。つまりここで

PHV年齢の低いグノレ プとは当然 adolescent growth 

spurt時期を早くむかえるグノレ プで， Boas8)等の報告を

裏づけている。しかし，筆者2)3)等の身長差を考慮した報

告では，男子は最終身長が高くランクされているもの，

また女子は低くランクされているものにおいては，その

ほとんどのものが幼少期からあまりランクは変化してい

ない結果が表出された。このことは従来にない新たな結

果が得られたわけだが，今回の身長差を考慮しない結果

としては，一応 Boas8)等の報告を裏づけているものとい

えよう。

また，最終身長について，男子では PHV年齢の低いグ

ノレープほど身長が低くなる一貫性は示されていなし、が，

PHV年齢10，11才と 12，13， 14才の 2グノレープに分けて

比較検討してみると，明らかに年齢差が認められた。し

かし，女子では全くそのような傾向は認められなかった。

つまり男子は早熟のものほど最終身長が低い傾向にある

C開
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Fig. 1-2 Group mean distance curves according to 

peak height velocity ages. (Girls) 

わけで，このことについて Tanner5)は恥毛発現年齢から

4群に分けて分析を行ない，今回の結果と同様の結果を

得ている。しかし，女子については，今回のように成熟

の早い遅いにより最終身長には変化がなし、としづ立場を

とる Shuttleworth同等の報告もあれば，男子と同様の傾

向にあるとし、う立場をとる Stone6)の報告もある。いずれ

も明確な結論は控えているように，女子の最終身長につ

いてはよく理解されない部分がある。そこでこのことに

ついて明確な結論を得るために，筆者2同等の身長差を考

慮した結果と，今回の結果を考え合わせてみると，男子

については，低身長者に早索げヒ傾向のものが多いという

結果が明示され， Tanner5)の報告をより明析にしたこと

になる。しかし，女子については何の傾向も認められず，

Shuttleworth 10)等の報告を裏づけることになり，結局，

Stone6)の報告はあまり意味をなさないことが確認され

たことといえよう。

次に velocity curveの特徴と adolescent growth 

spurt時期の発育量の変化について〔表 2-2，表 3-

2，表 4および図 2参照)，特に表 4を参照すると，この

表は adolescent growth spurt時期の 5年間，つまり

PHV年齢時マイナス 3年およびプラス 1年の 5年間の

発育量の合計を示したものだが，これによると，男女共，

PHV年齢が低いグノレ プほど adolescent growth 
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Table 2 -2 Group mean velocities according to peak height velocity ages 

(Boys) 

烹三勾日間sI 
PHiヘ--------ふ¥旦_______G 同 ffJ:; Primary school Junior high schooll High school 

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 I 

10 
X 5.67 5.69 5.77 6.00 9.68 7.46 4.54 2.40 1.15 1. 08 0.56 

SD 0.60 0.65 0.95 1.58 1.31 1. 84 0.92 1.30 1.57 1.29 0.85 

11 
X 5.96 5.68 5.22 5.30 6.72 9.74 6.98 4.00 1.41 0.84 0.59 

SD 1.06 0.84 0.88 0.97 1.50 1.26 1.65 1.39 0.78 0.64 0.82 

12 
X 5.80 5.49 5.16 5.11 5.17 6.75 9.80 6.23 3.08 1.34 0.61 

SD 1.08 0.87 1.03 0.95 0.94 1.29 1.54 1.60 1.12 0.74 0.62 

13 
X 5.68 5.67 4.92 4.76 4.83 4.95 6.60 9.32 5.54 2.69 1.19 

SD 0.70 1. 06 0.78 0.75 0.73 0.92 1.52 1.34 1. 55 0.86 0.73 

14 
X 5.98 5.08 5.19 4.93 4.77 4.47 5.05 7.33 9.39 5.28 2.35 

SD 0.97 1.08 0.82 0.85 0.75 0.90 0.79 1. 52 1. 01 1.33 0.68 

⑩ Mean and standard deviation 

Table 3 -2 Group mean velocities according to peak height v巴locityages

(Girls) 

五寸ピ失点 Primary school Junior high school| High school 

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 

8 
X 6.22 6.24 8.42 6.90 4.97 2.99 1. 33 0.90 0.39 0.30 0.10 
SD 1.02 1.57 1.37 1.16 1. 92 1.15 1.10 1.14 0.71 0.39 2.75 

9 
X 5.93 5.97 6.06 8.55 6.81 4.31 2.04 1.09 0.42 0.35 0.12 
SD 1.19 1.03 1.49 0.96 1.19 1.34 1.26 0.81 0.65 0.51 0.32 

10 
X 5.76 5.51 5.24 6.38 8.23 5.78 3.16 1. 53 0.66 0.38 0.19 
SD 1.22 0.82 0.90 1.17 1. 01 1.51 1.44 0.84 0.63 0.48 0.39 

11 
X 5.48 5.43 5.06 5.36 6.17 7.68 4.82 2.71 1. 01 0.52 0.19 
SD 0.74 0.85 0.67 0.76 1.19 1. 08 1.49 1.28 0.67 0.41 0.45 

7 

⑩ Mean and standard deviation 
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Fig. 2.1 Group mean velocities all plotted according 

to their peak height velocity. (Boys) 

Fig. 2.2 Group mean velocities all plotted according 

to their peak height velocity. (Girls) 
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spurt時期の発育量が大であることが示されている。つ

まり早熟のものほどこの時期の発育量が大であるという

ことで， このことは呉等4)も同様の結果を報告している。

そこで今回はこの理由についてより明確な結論を得るた

めに， velocity curveの特徴から分析を試みることにす

る。まず図 2を参照すると，この図は表 3に示してある

数値を， PHV年齢時を Peakに合わせてグラフにした

ものだが，男女共， PHV年齢時を Peakとして， Peak直

前と直後の発育量の増減傾向により， PHV年齢の早い

遅いが現われている。とりわけ女子は男子に比べて

Peak直前の発育量の増減変化が少なくなっていること

が分かる。そこでこのような傾向から adolescentgrow-

th spurt時期の発育量の変化をみると，男女共， P託V年

齢が高くなるにつれ， Peak直前の発育量の増加傾向よ

り， Pe且k直後の発育量の減少傾向の方が顕著であるこ

とが示されている。したがって， adolescent growth 

spurt時期の発育量の変化における大きな要因として，

Peak直後の発育量の減少傾向が大きくかかわっている

ことが考えられる。このことを確認するために表 5を参

照すると，この表は表 4のf直から Peak直後の発育量を

カットした値を示したものだが，男女共明白なように

表 4に比べて PHV年齢が高くなるにつれ，減少幅が極

Table 4 A cornparison of growth arnount 

during the adolescent growth spurt 

for PHV groups 

Boys Girls 

NS Mean SD NS Mean SD 

9 69 33.4 2.78 

10 16 34.6 3.83 92 31.2 2.69 

11 59 33.8 2.65 54 29.0 2.57 

12 90 32.8 2.56 29.0 

13 55 31. 2 2.52 

14 17 31.5 1. 73 

Tabl巴 5

Boys Girls 

NS Mean SD NS Mean SD 

9 69 26.2 2.56 

10 16 27.1 2.35 92 25.3 2.47 

11 59 27.0 2.36 54 24.4 2.25 

12 90 26.8 2.41 

13 55 25.7 2.34 

14 17 26.2 2.18 

めて少なくなっていることが理解される。特に，女子に

比べて男子の方がこの減少傾は少なくなっていることが

分かる。この理由は Peak直前の発育量に関係している

もので，女子の発育量が PHV年齢が高くなるにつれ，ほ

とんど変化が示されていないのに対し，男子では漸次増

加傾向を示していることによるものと考えられる。いず

れにしても， adolescent growth spurt時期の発育量の変

化に大きくかかわっている要因は， Peak直後の発育量

が減少傾向を示す velocitycurve本来の内抱している

発育機序の特徴と考えられる。

結 論

身長の発育パターンについて，前回の男子の報告に続

き，今回は特に女子について検討を加え，そして，前回

ではあまりふれなかった adolescentgrowth spurt時期

の発育量の変化について検討を試み，さらに男女の身長

発育パターンについて，身長差の考慮の有無による分析

上の差異を検討した結果，次のような結論を得ることが

できた。

1. distance curveの特徴について，女子も男子と同様

に思春期前に身長の高いものは低いものより adole-

scent growth spurt時期を早くむかえることが認めら

れ7こO

2.最終身長については，男子は早熟のものほど最終身

長が低い傾向が認められたが，女子は成熟の早い遅い

にかかわらず最終身長には変化は認められなかった。

3. adolescent growth spurt時期の発育量について，男

女共早熟のものほどこの時期の発育量は大であること

が認められた。

4. 男女共，早熟のものほど adolescentgrowth spurt 

時期の発育量が大である理由として， PHV年齢時霞

後の発育量が， PHV年齢が高くなるにつれ減少傾向

を示すことに大きく関与していることが明白にされ

7こ。

5. 身長差の考慮の有無による分析上の差異について，

身長差を考慮することにより，男子は低身長者に早熟

のものが多いことが認められたが，女子はこのような

ことは認められなかった。したがって， Tannerの報告

は有意なものと理解されるが， Stoneの報告は無意味

なものと考えられる。

6. 身長差の考慮を考えなければ，思春期前に身長の高

いものは低いものより adolescentgrowth spurt時期

を早くむかえるという Boas等の意見が有力である

が，身長差を考慮すると，男子の高身長のもの，女子

の低身長のものは幼少期からあまりランクは変化しな

いという従来にない新たな結果が得られた。
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